平成２７年度第１回八尾市生涯学習センター学習プラザ運営審議会
日時：平成２７年１１月１３日（金）　午後２時００分から
場所：八尾市生涯学習センター学習プラザ４階 大研修室
出席委員（名簿順）

植野委員、森田委員、正田委員、西寺委員、村尾委員、大西委員、中西委員
欠席委員

久委員、西村委員、堀委員、高橋委員
事務局(八尾市教育委員会)

浦上教育長、松岡生涯学習部長、杉島生涯学習スポーツ課長、奥保生涯学習スポーツ課長補佐

指定管理者{(公財)八尾市文化振興事業団}

今仲業務執行理事兼事務局長兼生涯学習センター長、川邊学習プラザ事業班リーダー、日吉学習プラザ事業班チーフ

（次第）

１　開　会
２　新委員紹介
３　教育長挨拶

４　案　件

　　　　
（１）平成２６年度八尾市生涯学習スポーツ課の実施講座について
　　　　
（２）平成２６年度各コミュニティセンターにおける現代的課題講座の実施について
　　　　
（３）平成２６年度生涯学習センター指定管理者事業報告について
　　　　
（４）八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画の策定について
　　　
５　その他

６　閉　会
(会議要旨)

１開会

２新委員紹介

（略）

３教育長挨拶

（略）

４案件
(１)平成２６年度八尾市生涯学習スポーツ課の実施講座について
(２)平成２６年度各コミュニティセンターにおける現代的課題講座の実施について

(３)平成２６年度生涯学習センター指定管理者事業報告について
○事務局
(資料に基づき説明)
　
○指定管理者
(資料に基づき説明)
○委員
教えてほしいのですが、資料１の市の直営講座を見ますと、講座そのものは非常に講師の選定に関しましては、いろいろ広く配慮していただいて、いい講師、いい講座、幅広く開いていただいていることは敬意を表します。次の資料２の人権学習講座なのですが、この受講者の数を見ますと、男性が圧倒的に少ないです。女性が８５４人で男性が１２人、これは講座内容によるのか、それとも時間的な問題なのか。何か原因があるのですか。

○事務局

人権学習講座につきましては、おおむね資料に記載させていただいているように、大体月の真ん中の木曜日午前１０時から１１時半という時間帯を設定しているので、どうしてもお勤めされている男性の方については数が少ないという状況になっています。

我々としましては、この講座は市民全体を対象にしていますし、また各学校のＰＴＡを対象に、ＰＴＡさんが地域の人権啓発の担い手のリーダー的存在になっていただきたいというような思いも込めまして、各学校のＰＴＡに多くの御参加をお願いしているという状況があります。そのようなことから、どうしても女性の方が圧倒的に多いという状況になっているところでございます。

○委員　
ありがとうございます。確かに女性の皆さんに人権意識を高めていただくのは非常に大事なことだと思います。しかし男性も男性で会社やその他でいろいろ研修等があるかと思いますが、やはり時間等を考慮し、男性にも参加していただけたらいいなと思います。
○事務局

施設の空き状況や先ほど申し上げましたようにＰＴＡの方にたくさん来ていただいている状況もありますので、ＰＴＡの方に来ていただけるかどうかというようなところも配慮しながら、実施時期、時間帯について、検討していきたいと思います。

○委員
人を集めるのは大変だと思いますが、幅広くできるだけ人権意識を高めていただくよう、引き続きお願いしたいと思います。他に何かございませんか。
○委員
市民大学講座ですが、私は参加人数がすごく多いという感想を持っています。ただ、事業実績推移を見ましたら、２６年度は、例えば２２年度と比べて、講座回数が１９回から１２回へと少なくなっています。講座回数の減少には何か理由があるのですか。
○事務局

　この講座は公募市民であるやおコミュニティカレッジ推進委員さんが企画・運営をしています。従前は、回数を多くするあるいは人数をたくさん来ていただくということに、重点を置いていました。以前は歴史分野に偏っていた傾向がありましたが、より幅広く、様々な世代の方に参加していただきたいというようなことで、回数は少し減らし、内容を充実させるということで、整理し、今の状況になっているということです。
○委員
はい、わかりました。
○委員
資料２の現代的課題講座実施状況につきまして、これを見ますと、非常に龍華が多いです。これは龍華に新しい建物ができ、勢いがあるからですか。
○事務局

こちらは２６年度の実績でございますので、まだ旧建物のときの実績状況でございます。
我々としましては、各コミュニティセンターの運営協議会に事業をお願いするときに、現代的課題に関する講座と趣味、教養に関するものの講座の２本柱で実施をお願いしております。その中で、各コミセンの運営協議会さんの中で、事業内容を御検討されて、現代的課題に関する講座というものを実施する回数等決められています。
とりわけ２６年度からの取り組みでございますので、初めての取り組みということで、回数としては１回２回のところが大半です。この龍華コミセンでは、防災分野につきましては、新規事業なのですが、ベビーマッサージやファーストサインなどの対子ども向けの講座につきましては、従前から龍華コミセンでやっていた事業を現代的課題に関するものに位置づけし、実施されました。龍華コミセンの状況と致しましては変わっておりませんが、位置づけが変わったので、このような報告の形になっております。
○委員
たくさんの講座をされておられまして、大変立派と思います。少し趣旨から離れますが、やはり高齢化時代で、高齢者の方の足腰が弱ってきているという現状があります。いい講座をされていますが、施設まで行くのにどうやって行ったらいいのか、自転車にはもう乗れず、若者に送っていただくわけにはいかない。そうすると、せっかくいい講座を開講されても、参加者が少なくなってくると思います。以前から申し上げておりますが、できましたら、以前あったような施設を巡回する乗り物を何か考えていただけたらいかがかなと思っております。
○事務局
以前市内を走っておりましたコミュニティバスを引き合いに出されての御発言かと思いま
す。そちらについては、私ども所管外なのでお答えすることが難しい部分があります。ただ、今御指摘いただいている健康づくりの取り組みということにつきまして、この施設でいろいろ提供させていただくというのは、もとより取り組みとしてやらなければいけないと考えております。気軽に自宅でできる健康づくりのための軽体操や、自宅近くの近辺を歩くウォーキングであるとか、そのようなことに関する啓発につきましては、健康福祉の所管部局と我

々、生涯学習の担当が連携して、啓発的な取り組みを進めさせていただければと考えております。

○委員
八尾市内で不便なところに行きやすくしてほしいという話をよく聞くものですから、部署は違うけれども、連携をとりながら、何とか解消の努力を引き続きしていただけたらと思います。
○事務局

先ほど報告の中で説明致しましたが、指定管理者の方で、２６年度からコミュニティセンターとの連携ということで、事業に取り組んでいただいております。昨年度は子育てに関する講座の取り組みがありましたが、少しずつ他の分野の取り組みも、コミュニティセンターで開催できるように進めていけたらと考えております。

○委員
次の案件もあるので、１つだけお願いしたいです。この前も意見として出ておりましたが各部屋の稼働率で、視聴覚室とプレイルームが１０％台となっており非常に稼働率が低くなっている。いろいろ努力をされていると思いますけれども、やはり低いことは事実です。
ただ、プレイルームは、２５年度は１１％でしたが、努力していただいたのか２６年度は１５．９％ということで上がっております。しかし３年平均すると、やはり１１％台です。プレイルームは若干上がりましたけれども、視聴覚室はむしろ下がってしまっています。１２％から１０％ということです。これについて、何か指定管理者のほうで御努力なりお考えがあったら聞かせてください。
○指定管理者

ただいま御指摘いただきましたとおりでございまして、特殊な部屋というのは、なかなか御利用いただく方も少なくて、利用率をなかなか上げることが難しいというのが実感でございます。ただ、多様なニーズもあると思いますので、こういった特殊な施設も活用しながら、できるだけ利用率を上げていくように努力したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。

○事務局
ただいま委員長より御指摘いただきました稼働率が低いということですが、これにつきま
しては、指定管理者も努力はしていただいておりますけれども、なかなか稼働率が上がらな
いということが現状です。特に視聴覚室につきましては、部屋の構造上、なかなか利用が難
しいというところもあり、以前から改修も含めて、何か手が打てないかということを指定管
理者から相談を受けておりまして、市としてもいろいろ考えておりますが、予算の関係等も
あり、なかなか手をつけられていないというところがございます。
指定管理者だけの責任で稼働率が低いというわけではないと思っておりますので、今後もお互いに連携をとりながら、少しでも稼働率が上がるように考えていきたいというふうに思っております。

○委員
よろしくお願いいたします。せっかく良い施設ですので、有効に使うべきだと思いますの
で、よろしくお願いいたします。
最後に、２６年度より実施してこられた講座の中で、特に好評であったものや、課題があったという講座がありましたら、お聞かせいただきたいです。
また、時代の推移とともに、現代的課題や社会的な問題等が講座の中に必要であるということで、だんだんと講座内容の厚みを増してきたという流れがあると思うのですけれども、それに加えて、勤労者のスキルアップのための講座や資格取得のための講座という意見が出てきて、御努力いただいたと思うのですが、このことに関してもう少し内容を広げてみたいなというお考えがありましたら、お聞かせいただきたいと思います。
○指定管理者
お答えさせていただきます。まず、人気があったものということに関してですが、やはり
子ども関係というものは人気がございます。それから趣味、教養の分野がやはり皆さん取り組みやすいというのと、余暇を過ごしやすいというのもございまして、人が大変集まりやすい講座ということになっております。
ただし、平成２６年度から指定管理者としてまた新たにスタートしまして、社会の要請や
時事問題に応じた現代的課題に関する講座ということで、市から講座実施を、５０講座、１００回以上でお願いされておりますので、様々な方面に向けて市とも共催で多種多様な方法で開催致しました。ですので、固定した方面だけではなくて、より広く現代的課題の講座ということで一歩踏み出せたかなと思っております。

今後、市民の方の足が向きやすい趣味的な講座も維持しつつ、やはり社会や地域の課題に、少しでも目を向けて、何かの解決の糸口をつかんでいただくというような方向に気づいても
らえるような講座を少しまた次回も入れてみたいと思っております。
(４)八尾市第２次生涯学習・スポーツ振興計画の策定について

○事務局

(資料に基づき説明)

○委員
皆さんのそれぞれの立場からこの振興計画に生かしてほしい、こういうふうに考えているというような、御意見等をいただきましたら、今後の市で進めておられる策定作業の中へいろいろ入れていただけるのではないかと思いますので、特に生涯学習センター学習プラザ審議会として、ぜひとも入れてほしいというものがありましたら、お願いしたいと思います。　　　　　

私からは今まで、この場でいつも出てくるのは、資格が取れるような講座をもっとしてくれないかとか、母と子というのはあるけれども、父と子とが一緒に参加できるような、そういう講座はないかなど、この審議会で出てきた意見、希望、それをこの振興計画の中でうまく生かしていただけるようにお願いしたいと思います。

また、今の話を聞いておりまして、市民意識調査を参考にしながら、めざすべき数値だということで、例えば３８ページを見ますと、生涯学習を行っている人の割合は、３８．４％ですが、次に３２年度目標、これももっともらしく５８．０％というのが書いてありますが、この数値はどこから算出したのかをお聞かせいただけたらと思います。
最後に大きな事業ですから、今頑張っていただいている生涯学習スポーツ課だけでは決してできるものではないと思うので、他の市長部局も含めていろいろ関連して協力し合っていかないといけないと思うので、その辺をどのようにお考えなのかお伺いをしたいと思います。

○事務局
まず初めに、資格取得に向けた取り組みという御指摘があったかと思います。そちらにつ
きましては、資料の４６ページのところに、現代的課題に関する学習機会の充実の中の②として、職業能力の開発や向上という取り組みを入れさせていただいております。市のさまざまな所管において取り組みが進められております。また、生涯学習スポーツ課としても、現代的課題に関する講座の取り組みの１つとして、職業能力の向上というところで生涯学習センターの事業の中でも取り組みを進めていけたらと考えております。
続きまして、２点目の子どもの子育てに関する事業ということで、父親の参画ということ
で御意見いただいたかと思います。親子のふれあいに関する講座につきましては、当生涯学習センターでさまざまな取り組みをいただいているところでございます。また、市の子どもの政策、担当部局においても、父親の子育ての参画ということで非常に大きな位置づけをされているということで認識しておりますので、引き続きそういう関係課との連携のもと、取り組みを進めていきたいと考えております。
次に、３点目の市民意識調査の部分でございます。具体的に挙げていただいたのが、生涯
学習の基本方針１の生涯学習を行っている人の割合ということで、現状３８．４％を目標年度３２年度において５８％と設定することの御指摘なのですが、この５８％という数字につきましては、国で平成２４年度に実施致しました生涯学習に関する世論調査がありまして、その結果が概ね５８％という結果が出ておりまして、その結果を、国の結果に近づけていくということで、この目標数値に致しました。あと、庁内連携での御指摘が最後にあったかと思います。庁内連携につきましては具体的な事業を各施策のところに位置づけ致しましたが、各所管で事業を実施される際に、生涯学習という切り口で事業実施することを意識していただいて、我々と一緒に連携しながら、地域の課題、市の政策推進上の課題解決に資するような取り組みを進めていけたらと考えております。
その他、この本審議会でこれまで賜っている御意見につきましては、今後、計画策定しそ
れを踏まえて事業展開していくなかで反映していければと考えております。
○委員
確かに資格が取れるという講座なのですが、現在行われているのは、パソコン講座が非常に多く、それで資格が取れるということを考えているのがあると思います。そうではなくむしろ職業訓練のようなものを作ってほしいという意見が多かったと思います。そういう点も配慮して、もう少し幅の広い資格が取れて、再チャレンジしやすいような講座を考慮いただいたらと思います。

○委員
この８月にこちらにも載せておられるように、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律が成立しております。この審議会の中で、女性の役割とか、女性の活躍する場というのを、こういった中に載せていただけたらと思っております。

○委員
確かにそういう視点は大事なことですから、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

○事務局
今、御指摘いただきました女性の職業生活における活躍の推進に関する法律の成立を踏ま
えまして、女性の再チャレンジ、あるいは男女共同参画という人権的な切り口も含めまして取り組みを進めていきたいと考えております。当生涯学習センターの事業の中でも、現代的課題に関する講座の位置づけとして、男女共同参画に関するものという位置づけもございます。また、この当センター内にも男女共同参画センターという施設も、他部局の所管の施設でございますが、入っております。そちらとも連携しながら、具体的な事業を展開していきたいと考えております。
〇委員
今の意図を十分生かせるように、御努力お願いしたいと思います。そのほか何かございま
せんか。

〇委員
本日説明していただいた内容ではないですが、去年度もちょっとお話しさせていただいたのが、八尾市が活性化していく、あるいは八尾市の名前がいいように全国に広がっていく、マラソンのお話を去年はさせていただいたと思いますが。今、私が勤めている八尾中学校の周りでも、結構毎朝歩いておられる方、走っておられる方、八尾の中でも結構ジョギングをなさっている方、本当にたくさん見るようになりました。これはマラソンをやられたり、運動なさる方が増えてきたため、生涯を健康に過ごしていくための努力が市民の考えの中で出てきていると思います。

そういうところで、八尾市でそのようなマラソンの大会や健康的なマラソンを定着できるようなコースを考えていって、定着できないかという提案をしたのですけれども、なかなか難しいところがあると。
我々学校現場の中でも、勉強もすることはもちろん大事なわけですが、子どもらが活気づくというのがいろいろなところであればいいなと。
ちょっと読ませていただいたら、先ほど説明ありました３３ページのスポーツ振興の目指す目標の中に、誰もがいつでもどこでもスポーツ、レクリエーションに親しむことができるまち、実際行動を起こして、あるいはスポーツして、やってみることができる場所があるか、あと観戦できる場所でしょうね。
やはり場所的なことであれば、そのような施設はウイングがあるかと思いますが、あと国際的な屋外の競技場というのが、なさそうなところかなと。それから地域のスポーツを活性化するというのが、数年前に地域スポーツということで取り組んで、地域が主に子どもたちの健康面や、あるいは競技をさせているというような、今でも若干やっておられるところ聞きますが、そこら辺八尾市ではどうなっているのかなと、ちょっと知らないところがあるので、教えていただきたいのと、今申し上げましたそういう施設のところも、お金を落としていくようなスポーツのあり方というのも、まちとして、八尾として重要ではないかなと。もしそういうところでお考えが八尾市の中でおありでしたら教えていただければなと、このように思います。以上です。

○事務局　
八尾市独自の何かスポーツの取り組みという御提案がまず最初にあったかと思います。お
隣の東大阪やったらラグビーのまちというふうな形での特徴づいたものがあるかと思いますが、八尾市につきましては、なかなかそういう部分は、全国的に有名なものはないんですけれども、地道な取り組みとしましては、小学生を対象とした縄とびの取り組みにつきましては、八尾市としては一定取り組みが浸透してきているのかなというふうに感じております。あと、マラソン、ウォーキングの御指摘があったかと思いますけれども、マラソンということになりますと、交通事情、道路の封鎖等の問題で、なかなか八尾市の道路事情では難しい部分がございます。一方、ウォーキングという部分につきましては、八尾市、さまざまな歴史、文化の史跡がたくさんありますので、そういった部分を活用したウォーキングマップ等につきましては、ホームページ等を通じて情報提供させていただいておりまして、そういう気軽に始められる健康づくりということで役立てていただければと考えております。
次に、国際的なスポーツ大会の話があったかと思いますけれども、こういう国際大会というのが、スポーツを始めるきっかけづくりという部分につきましては、我々も同様に認識しておりまして、総合体育館という施設の中で、一定、国のトップレベルの試合を総合体育館の指定管理者等と連携して、誘致してきて、トップスポーツに触れる機会を提供しています。一方で、そういう施設の制約がありますので、大阪市内の大きなスポーツ施設にプロの試合を見に行くというような、取り組みも一定進めさせていただいております。

あと、総合型地域スポーツクラブの御指摘があったかと思いますけれども、八尾市内においては、現在２団体、活動されております。市といたしましては、一定そういう活動をされているクラブに対しましての指導者の資質向上に向けた情報提供ということもさせていただいておりますとともに、総合体育館の指定管理者におきましても、備品等の購入支援というような取り組みをさせていただいているようなところでございます。
さまざまな取り組みを複合的に進めていく中で、市全体のスポーツ振興に取り組んでいきたいというふうに考えております。

〇委員　
今、マラソン大会の話が出ました。私、今、大阪府の子ども会のほうにちょっとかかわっていますが、その中で、マラソン大会をされているところ、例えば寝屋川や門真は公共の道路ではなくて、公園を使っています。だから、本当にしようと思ったら可能だと思いますし、各学校で独自でマラソン大会、学校の運動場を使って何周か走っているところって多いのではないでしょうか。

やはり、勉強が得意な子、スポーツが得意な子というように、色々な面でめざしていけるような項目を作っていけたら子どもたちの励みにもなるかなと思います。済みません、参考程度ですけど。

〇事務局
マラソンの取り組みにつきましては、八尾市では道路封鎖をしてのそのような取り組み

というのはないですが、緑地を活用したマラソン大会、あるいは地域的に言いますと、高安地域のマラソン大会であったり、曙川東地域のスポーツ祭でマラソンをしているというのは、我々も存じ上げているところでございます。また、スポーツ、あるいは学習等、さまざまな学びのきっかけ、スポーツのきっかけということで、生涯学習施設並びにスポーツ施設の指定管理者、あるいは市のさまざまな部局と連携して、子どもの学習、スポーツのきっかけづくりということで取り組みを進めていきたいというふうに考えております。

〇委員
ありがとうございます。確かにスポーツの振興ということになると、すぐに施設設備がないとか、場所がないということで、行き詰まることが多いですが、今、事務局がおっしゃっていただいたように、複合的な立場でスポーツ振興というのはできるわけですので、より幅広い発想のもとに進めていただくように、この振興計画の中へうまく織り込んでいただけたらと思っております。ほかに何かございませんか。

〇委員　
中学生の子どもを持つ親として、本当にいろいろ考えるところがいっぱい詰まっている資
料だと思ったのですが、現在続けているスポーツのことで実際子どもと子どもの周りの友達関係を見ていると、本当に体力づくりができていないなと思います。そのベースができていないと思います。
確かに各地域でソフトボール大会が開催されていたり、ソフトボールのチームがあったりとかするのですが、もうそのチームが私たちが育ったときのソフトボールのチームとは全くかけ離れた存在になってしまっています。本当にスパルタ的なチームづくりをしているところがあると思います。そうしてしまうと、やはり本当は地域がめざすスポーツというか、たくさんの子どもが楽しく、下手くそでもいい、でもみんなと一緒にやったら楽しいんやという、その経験が大事やと思いますが、どうしても勝敗のところに目を向けてしまって、指導者がちょっと強固になっているのではないかと思います。

サッカーのチームもありますが、サッカーに携われている大人の方としゃべっていると、
サッカーは結構指導方法が構築されているらしいです。でも、どうしても何かソフトボールの方というか、ソフトボールと名指ししていいのかどうかわからないのですが、やはりお父様がされていたりとかするので、親子関係がチームの中に入ってくると、どうしても気持ちが入り過ぎて、ちょっと強固になって、それを見る子どもは、ひるんでしまって、やめてしまったり、入らなくなったりというのが現状としてあるように私は見受けます。
　だから、ソフトボールに入っている子は、本当にわずかで、もっともっとすそ野を広げてあげたらいいのですが、その環境になっていないのではないかというふうに、私は危惧します。もっと本当にすそ野を広げてあげたいなと思います。
そこには何が必要かというと、父親であり母親の力なんですが、もうこの計画の今後の５年間を見たときに、私はもう本当にこの５年間は過去の５年間と違う状況に陥るだろうと私は勝手に思っています。というのは、親御さん自体がもう既にスマホの世界に浸っています。だからスマホで子どもを子育てしてしまっています。親自体が実際に外で活動したという経験がないです。だからどうしても子どもはもう勝手に外で誰かに教えてもらうようになってしまっているところがあります。そうしたら、地域のソフトに入ってえや、入りいやといっても、そこは強硬な言葉も結構厳しい言葉も飛び交っているようなところなので、やっぱりひるんでしまう子どももいる。というところで、子どもはどうするかというと、結局家の中でゲーム漬けになっているのではないかと私は思います。

私の子どもは中２で、ずっと外で遊んできた子ですけれども、中学校の体育の授業で、た
またま今日の授業は何か好きなことしていいでと先生がおっしゃって、今日はソフトボールしようという話になったらしいのですが、野球のルールを知らない子がたくさんいるというのです。ボールを打ったら、どっちに走っていいかわからへん、塁出ても、じゃ、次、２塁に行くのに、フライが上がったら、ストップしないとあかんねんけど、勝手にくるくるくるくる回っているというのが現状であるということです。いかにスポーツに親しんでいないかというところが、本当に私もうどきっとしました。だから中２でこの状態だと、今の小学生、小さい子はもっと本当にチャンスがないのではないかと思います。だからそういう意味で、このスポーツ振興についてですが、もっと昔の子ども会のようにといったら変ですが、地域力があるような、地域にそれを求めたら気の毒ですが、そこを発揮しないといけないと思います。そうすると、その地域の人たちの指導や私たちの世代ですけれども、やっぱりこういう学習センターなんかで、もっと意見交換できる場を何か提供してもいいと思います。子どもを育てるための講座を開きましょうではないですが、そのような要素を盛り込んで、親世代を夕方でも構わないので、引きずり出したいなと個人的には思います。
もう１つは、子どもは本当に今スマホ、ゲームに浸っています。私自身も今ちょっと目がだんだん悪くなって、これはパソコンのし過ぎ、仕事で使うパソコンのし過ぎだと思いますが、目と肩とか痛んできているのですが、最近スマホ老眼とか、身体の筋肉の硬直というふうに言っていて、若い世代に入ってきていると思います。ということは、変な言い方ですが、医療費がかさみます。やっぱりお医者さんに行ったりすると。ますます不健康だと思います。ここをやはりスポーツなどでちゃんとしてほしいです。

もう１つ、子どもたちはゲーム漬けで、本を読むチャンスは少ないです。そこを図書館も新しくしたので、図書館へ通って、本当に本を読むチャンスをもっともっと広げてあげたいなと思います。本を何冊読んだということで表彰をもらうというのがあったと思いますが、そういうのも市として何か取り組んでくださったらありがたいと思います。
また、親御さんは英語を身につけるために英語の教室へ行かせたりしていますが、言語の習得って、絶対母語力だと思います。国語力というか、そういうところも学習面という意味で広げていただくための方法をもう少し盛り込んでいただければと思っています。
〇委員
図書館でも本を読むようにということで、本を読んで、判を押してもらってというのを発行して、市なりに努力はいただいていましたね。それは、今、確かにおっしゃったように、スマホやゲームから引っ張り出す、スマホやゲームにとらわれてしまって、もう外へも出ない、そこに楽しみだけがあるという現状が多いと思います。だからそこからどう引き出すか。スポーツをやると言いながら、体を動かさないでどうするんだという、その辺の努力も非常に大切なことだと思いますし、今おっしゃった視点、非常に大切だと思いますので、ぜひそちらも考慮いただきながら、お考えいただきたい。何か、事務局ありましたら、どうぞ。

〇事務局
今、すごく多岐にわたる問題提起をしていただいたかと考えております。スポーツの指導
者の資質のお話もあったかと思います。スポーツ施設、総合体育館での指定管理者においては、そういう指導者の育成に関する講座等も取り組みをスタートさせていただいております。実際そういう技術的な部分と、実際の対子どもとのふれあい方というところで、子どもとのかかわり方ということにつきましては、当センターでもさまざまな取り組みをさせていただいておりますので、そういったところで複合的な取り組みが必要かと考えております。　　　　　　

また、家庭の教育力というようなとこら辺につながるようなお話もあったかと思います。親の親学習的なもの、あるいは親同士の交流、それがひいては地域のつながりとなっていくのかなと思います。市としましても、さまざまな家庭の教育力の向上に向けた取り組み、あるいは生涯学習センターにおいても、子どもの子育てに関する講座、さまざまさせていただいておりますので、そういったところの複合的な取り組みが必要になってくるかと思います。
あと、情報化時代の進展に伴う対応ということで、確かに情報端末につきましては、便利な反面もありますけれども、さまざまな弊害への対処という部分も必要かと思います。そういった実際の情報を端末を使いこなして、情報を自分でちゃんと整理できるような学習というのが必要なのかと考えております。
また、最後のほうに、図書館の話があったかと思います。八尾市では、子ども向けに読書通帳というものを作成しておりまして、銀行の預金口座の通帳の形をしておりまして、自分が読んだ本を、ＡＴＭみたいな機械に入れますと、読んだ本の記録を印字されたものが、子どもたちに手元にあるということで、それをきっかけに、子どもたちの読書活動が盛んになっているというふうな取り組みが取り上げられて、結構市としては子どもたちの取り組みと
しては好評を得ているというようなところで聞いております。
さまざまな御指摘いただきましたけれども、なかなか難しい課題で、解決が難しい御提言だったかと思いますけれども、課題認識ということで御提案いただいたと思いますので、我々の取り組みの中に少しでもその解決に向けて進めていけたらと考えております。以上でございます。

〇事務局　
若干補足を致します。先ほど、図書館に通う子どもを増やしてほしいというような御意見
もあったと思いますけど、その中で読書通帳という御紹介もさせていただきました。去年、八尾図書館がオープンしたことを受けて、読書通帳を新たに導入しましたので、それを受け
て、たくさん本を読んだ子どもさんを表彰するというのをさせていただきました。
スマホ漬けで子どもさんが首とか肩が凝っている子が増えているということを確かニュースでやっていたと思います。やはりそういうこともありますので、御家庭でも取り組める軽体操や、軽くできる運動の情報を、我々生涯学習スポーツ課などが集めまして、インターネットを通じて発信したり、グループでなくても個人でも取り組めるような運動の機会の情報
提供とかいうことも、今後は取り組んでいかなければならないと考えております。
それと、地域指導者の育成という点につきまして、青少年指導員さんなども危機意識を持っておられて、これまでもずっとそういうジュニアの育成とか、あと指導者の育成ということにも取り組んでおられます。昨年度から、そちらについては力を入れて取り組んでいただいているということもございますので、行政だけではなく、社会教育団体でありますとか、スポーツ団体等と協力しながら、取り組めることからやっていきたいと思っております。

〇委員
ありがとうございました。

では、副委員長から御意見がございます。

〇委員
実は、私は医師でありますが、どうしてもスポーツというのは競技スポーツになっていくと、優劣を争う。そのために、競技スポーツをやった人たちは、成人してから、肩がどうとか、腰がどうとか、首がどうとか、むしろそういうことをしてない人よりも、不健康になっていっている人が多いということで、２０年位前なのですが、健康スポーツという分野を医師会がそこをちゃんとやっていこうということで、健康スポーツ認定医というのが医者の間でできました。僕も初回のときに、認定試験を受けて、その健康スポーツ認定医になりました。結局、優劣を競わないスポーツをやろうではないかということになりました。そういうことを社会一般に広めるために、運動というか、教育をしていますが、やはり一般の人も含めて、自分の息子が優勝カップもらってくるとか、学校としても、スポーツを指導している先生方が自分の気分をよくするために、病気の子どもに休むなとか、それから試験の期間でも、スポーツは続けないといけない、勉強をさせないでやる、あるいは夜遅くまで指導する。そういうことで、いわゆる健康という意味からいえば、非常に、子どもたちに負担を与えており、そういうことを平気でやられており、大会で勝ったとか、オリンピックで優勝したら、物すごくたたえられておりますが、そのような人たちの中から、やはり障がい者が数多く出ているわけです。
だから、健康スポーツは競技スポーツとは違うという認識で考えていかないと、将来、か
えって具合が悪い。というのは、自分の友達を見ていましても、スポーツをよくやっていた人と比べてみましたら、私のほうが、それほど障がいもなくて、動き回っています。スポーツをやっていた人は、腰を悪くしたり、あるいはつえをついて歩かないといけないような状態になっている人がむしろ多いと思います。

だからそういうことも考えて、スポーツ振興というときは、その競技ですばらしい成績を上げる人たちというのは、これは持って生まれた能力、それから体力が普通の人よりもすぐれているわけですから、そういう人たちはそういう人たちで競技のほうへ進んでいかれるのはいいのですが、全員をそこへ引っ張っていってしまうと、そのレベルに到達しない人は、まるで落伍者のように扱ってしまって、捨てられるというようなことはもってのほかであろうと思います。
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